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4．RI注入励起X線（Radioactive　lmplant　lnduced　X－ray

　　Emission）法の展開（2）一安定水銀の99mTcによ

　　るin　vivO測定の可能性一

天野　良平　　安東　　醇　　平木辰之助

　　　　　　　　　　　　　　（金沢大・医短）
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　演者らは，RI注入励起けい光X線法を提案し，核医

学的応用の可能性について検討している．本報告も一環

として行った．今回は励起線源として99mTcを使用し，

安定重元素特に水銀の非侵襲測定の可能性を検討した．

　まず予備的検討として99mTc　一定量と水銀の一定濃

度溶液を混合し，Ge半導体検出器で生成する水銀の特

性X線を測定し，励起効率を算出した．次に特性X線

の組織による減弱を見積るためのモデル実験について述

べた．前報での201Tlによるヨウ素の励起実験の場合と

比較検討も行った．その結果，注目特性X線の創生の

効率および線源の体積効果等の影響を推定するためには，

励起線源自身がもっている複数のγ線および特性X線に

注目しなければならないことが判った．

5．パーソナルコンピュータを用いた画像処理システム
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　NEC製PC－9801に，　ADS社製イメージメモリボー

ドEIP98とCCDカメラを組み合わせた安価な画像処

理システムを構成した．ソフトウェアは，ADS社製

EIP98．　N88，　DIAL10．　EIP，および飯田の製作による

VIP－1を使用し，オートラジオグラムの定量化を行っ

た．一画面のデータは256×240×6bit（64段階）であ

る．Drum　scanner，　photo　densitometerとの比較では，

3Hによる標準線源の測定において，相関係数0．998以

上と良好な相関を得た．画像取り込み，データ出力も高

速で，非常に有用と考えられる．

6．TSH　RIAキット（TSH－II）の使用経験
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　今回われわれは，測定時間が短く，手技的にも簡便で，

血中TSHの低濃度域を高感度で測定可能である，高感

度TSH　RIAキット（TSH－II，　Daiichi）を検討した．

　〔結果〕　1．標準曲線は急峻で，特に低濃度域の再現

性に優れていた．2．添加回収率，再現性はほぼ満足す

べき値であったが，希釈曲線による希釈値は僅かに理論

値に比し低い値を示した．3．Incubation条件は第1が

室温で2時間，第2は室温で20分設定で良好なる測定

結果が得られる．4．洗浄液量は1．0～3．Om1，被検血清

は0．1～0．2m／の間で適当と思われる．また，　aspirate

とdecantの間には有意な差はなかった．5．本キットの

正常域は1．77士1．0μIU／m1（mean±S．D．）で，甲状腺

機能充進症と低下症を有意（p＜0．05）に識別可能であっ

た．なお，このキットによる血中TSHは血中T3，　T4，

free　T4と有意（p＜0．01）な逆相関を示した．

7．抗甲状腺癌モノクローナル抗体による免疫イメージ
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　ヒト甲状腺乳頭癌に対するモノクローナル抗体

（KTC－3，　IgM）をIn－111にて標識する際の種々の問題

点に関して報告した．

　抗体にDTPAを結合させる際の，　cyclic　anhidride

DTPAと抗体モル比を種々に変えた時のdimerやpol－

ymerの形成を高速液クロゲル濾過カラムで検討した．

DTPAモル比が増加するにつれて，分子量の大きい成

分が出現しdimerやpolymerの形成が示唆された．

　cyclic　anhidride　DTPAと抗体モル比を種々に変えた

時のIn－111の標識率を検討した．検討した範囲内では
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